
　湯浅町の家庭から出るごみの量は年々減少傾向ではありますが、今よりもっとごみ
の量を減らすのに有効な「気軽にできるごみ出しのテクニック」をご紹介します。

ゴミ出しのルールやマナー

　生ごみの約80％は水分
でできています。生ごみ
の水切りをしっかりする
ことにより、燃えるごみ
の重さが大幅に軽くなり
ます。

　牛乳パックやビン、カ
ン、ペットボトルなど洗
えるものは洗いましょう。
汚れたままではごみにな
りますが、きちんと洗え
ば「資源」になります。

　お菓子等の箱や包装紙
は燃えるごみではなく、
毎週火曜日の資源ごみの
日に出すようにしましょ
う。紙ごみを分別するこ
とにより「資源」となり
ごみの減量に繋がります。

　食品トレーや牛乳パッ
クなどスーパーでおこな
っている店頭回収を利用
しましょう。買い物つい
でに店頭回収を利用すれ
ば普段のごみ出しが楽に
なります。

食べられるのに捨ててしまう食品（食品ロス）は大きく分けて３つです。
１．野菜などの皮を多く剥いてしまう（過剰除去）
２．作りすぎた食品が残ってしまう（食べ残し）
３．食材を買いすぎてしまい、手をつけずに廃棄してしまう（直接廃棄）
食品ロスは日々の心がけで減らすことができます。

①生ごみはしっかり水切りしよう！

③お菓子等の箱類は燃えるごみではありません！

⑤食品ロスを減らそう！

②洗えるものは洗おう！

④店頭回収を利用しよう！

お問合せ▶住民生活課環境係（５番窓口）☎64-1102
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『にっぽん醤油蔵めぐり』
高橋万太郎／東海教育研究所
　訪ね歩いた醬油蔵は全国 400 蔵以上！ セレ
クトショップ「職人醬油」を運営する著者が、
45蔵の“この１本”を、個性豊かな造り手の素
顔とともに紹介する。醬油の違いがわかるシン
プルレシピ付き。

『おばけおばけおばけ！！』
おざわよしひさ／岩崎書店
　ティッシュを散らかす、たんすの洋服を引っぱ
りだす、押し入れに入る、障子をやぶる…。い
ろんないたずらをする子どもの前に現れたのは？ 
楽しくてちょっぴりこわいおばけの本。（対象：０～５歳）

『とっておき手づくり果実酒』
大和富美子／創森社
ウメやサクラなど季節を漬け込む果実酒、

コーヒーやシソを使った１年中楽しめる果実酒、
アロエやクチナシといった体に優しい薬酒など、
果実酒・薬酒の作り方をイラストや写真を交え
て紹介する。

『オニのサラリーマン じごくの盆やすみ』
大島妙子／福音館書店
　赤鬼のオニガワラ・ケンは、地獄カンパニー
のサラリーマン。お盆になり、亡者たちが里
帰りしてからっぽになった地獄では、年に一
度の大掃除をします。地獄の釜も、針山も、
こころを込めてみがきます。（対象：３歳～小学２年生）

歳）

利用案内 ■開 館 時 間：平　　　日／ 9：30～19：00
　　　　　　　　土・日曜日／ 9：30～18：00
■休　館　日：月曜日、祝日、毎月月末の金曜日
■お 問 合 せ：湯浅町立図書館　☎62‒2280

児童書一般書

図書館 来てみて！
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『エクステリア＆ガーデン成功実例百科全３３０例』　ブティック社
『むらさきのスカートの女』　今村夏子／朝日新聞出版
『滅びの掟』　安萬純一／南雲堂
『とむらい屋颯太』　梶よう子／徳間書店　　など

『おかいものなんだっけ？』　宮野聡子／講談社
『海の生きものつかまえたらどうする？』　杉本幹／偕成社
『プラスチック惑星・地球』　藤原幸一／ポプラ社
『ひとりで、考える』　小島俊明／岩波書店　　など

＊おはなし会（こども向け） 次回は９/14土です！
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